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２ 医療的ケア児支援のための人材育成実施状況 

 

（１） 東京都医療的ケア児支援者育成研修 

【目的】 地域での支援に関わる関係機関職員に対し、医療的ケアが必要な障害児について基本的な理解を促

し、支援者として人材育成を図り、支援の拡大を図る。 

【対象】 医療的ケア児の支援に関わる多様な職種（行政障害福祉、保健衛生職員、相談支援専門員、 

保健師、訪問看護師、児童発達支援・放課後デイサービス職員等） 

【開始年度】 平成 29年度 

【受講状況】 

  

【受講者の感想（一部）】 

〇関わっている対象者が今後、どのような課題に向き合うことになるのかが理解できた。（訪問看護） 

〇医療的ケアと聞くと医療処置の印象があるが、講師の話を聞き、医療的ケア児にとってはごく普通の習慣で

あることが理解できた。（二次救急病院） 

〇医療的ケア児を支える制度、家族の状況など、実際に関わっている講師の話を聞くことができ、参考になっ

た。（行政障害福祉所管） 

 

 

（２） 東京都医療的ケア児コーディネーター養成研修 

【目的】 医療的ケア児の支援を総合調整する医療的ケア児コーディネーターを養成し、医療的ケア児が地域

で安心して暮らしていくことができる体制を整備する。 

【対象】 相談支援専門員、保健師等 

【開始年度】 平成 30年度 

【受講状況】 

  

 

【受講者の感想（一部）】 

〇医療的な知識、心構え、福祉制度、当事者の立場について広く学べた貴重な機会となった。 

〇グループワークでは他の自治体の方、他職種の方と話ができ学びが多かった。支援者のネットワークづくり

にもなった。 

〇資源の開発、地域への普及活動、ネットワークをつくり広げていく活動が早急に必要だと思った。 

Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ元年度

受講者数（人） 365 279 214

受講者決定者 修了証発行者数 累計養成数

Ｈ３０年度 113 76 76

Ｒ元年度 100 90 166

※Ｒ元年度修了証発行者数９０名のうち３名はＨ３０年度の講義受講者を含む

※都立小児総合医療センターに委託して実施


